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検証：対馬ルート 

香坂山遺跡と最古の石刃石器群の来歴 

 

国武 貞克 （奈良文化財研究所） 

 

１ 後期旧石器文化成立過程からみた日本列島への現生人類の到来 

 現生人類のユーラシア拡散は、レヴァントからインド洋海岸低地を東に移動してオセアニアのサフル

大陸に達する流れと、ユーラシア中央部を経由して北アジアに至る流れの二つが想定されている。そし

て日本列島を含む東アジアはその両者が出会う場となっており、ユーラシア全体のなかでも大変興味深

い位置にある。 

ところで香坂山遺跡の発掘調査成果により日本列島の後期旧石器文化は、37.5 ka cal BP までに成立

した台形様石器群と、36.8ka cal BP までにユーラシア大陸から到来した石刃石器群が 35.3 ka cal BP ま

でに一体化して、その両者を併せ持つ二極構造が出現することにより成立したことが判明した（国武他

2022）。逆に言えば二極構造が成立する 35.3 ka cal BP 以前のおよそ 2 ka の期間には、台形様石器群と

石刃石器群がそれぞれ別系統として存在していたと考えられる。前者は列島の中期旧石器時代石器群に

由来し、後者はユーラシア大陸の北回り拡散ルートに関連付けられる初期後期旧石器時代（IUP）石器

群に由来する（図 1）。このため、日本列島の後期旧石器時代初頭には、出自の異なる現生人類が、異な

るタイミングで列島に入ってきていたことが、石器系統から想定できるようにみえる。列島の中期旧石

器時代石器群に由来する台形様石器群においてはその成立直前に、とりわけ九州において中国北部にみ

られる鋸歯縁石器を特徴とする小型剥片石器群の影響を受けていたことも指摘されている（佐藤 2002）。 

 そのため日本列島の後期旧石器文化の成立過程には、冒頭にみたユーラシアにおける現生人類拡散の

2 つの流れが寄与したかのようにみえる。すなわち列島の中期旧石器時代石器群に由来し、東アジアの

小型不定形の剥片石器群に技術的に相当するようにみえる台形様石器群と、ユーラシア中央部の初期後

期旧石器時代（IUP）石器群に由来する石刃石器群が、一体化することにより成立している。これをも

とに想像を膨らませれば、それぞれの石器群の由来となる文化を担った人類集団が列島に相次いで到来

しており、それはそれぞれ冒頭にみたユーラシア南回りと北回りの現生人類の集団に対応するという可

能性である。 

ただし、東アジア及び日本列島における遺伝情報に基づく現生人類の拡散モデルによれば、北回りの

集団が直接日本列島に流入した証拠は得られていないのが現状である（高畑 2021）。加えて石器系統が

人類集団にそのまま対応す

るとは必ずしも限らない。そ

のうえで、列島の後期旧石器

文化成立から想定される文

化の流れに着目すると、この

ようにユーラシアにおける

現生人類拡散の南北ルート

と対応するようにみえるの

である。 

 
図 1 ユーラシアにおける IUP 関連遺跡の分布 
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２ 最古の石刃石器群の来歴 

 香坂山遺跡において把握された列島最古の石刃石器群は、文化的には中央アジアや北アジアにみられ

る初期後期旧石器時代（IUP）石器群に起源を求めることに大きな問題はないと考えられる。しかしそ

の来歴を考えるとき、直接北回りの現生人類が列島にもたらしたのかという点については、断言するこ

とは難しい。最も大きな理由は、上に述べたように現在明らかになっている遺伝情報にその証拠がない

ためである。そのため、列島にこの文化をもたらしたのは、東アジアや東北アジアにおいて既に展開し

ていた南回りの集団がそれを受容して列島に到来したのだとする考え方も可能である。この文化伝播に

ついては、現在直接的な証拠がないため、様々な形態を想定しておきたい。 

 

３ 対馬海峡ルートの可能性 

 列島の後期旧石器文化の成立過程から推定される以上のような文化と現生人類の流れを踏まえたう

えで、対馬海峡ルートの妥当性について検討してみる。日本列島において石刃石器群が最初に発生した

のは 36.8 ka cal BP の香坂山遺跡と 36.3 ka cal BP の八風山Ⅱ遺跡が立地する八風山であるようにみえ

る。しかし大型石刃生産に適した黒色ガラス質安山岩の原産地であるから、このような最初期の石刃石

器群が残されたのだと考えることができる。大型石刃生産に適した他の石材原産地においても同様の石

器群が残されている可能性があるだろう。そのため国内で香坂山インダストリーの 2 例目が東北日本と

西南日本のどちらでみつかるのかも参考になるかもしれない。しかしながらそれを考慮したとしても香

坂山遺跡の後に中部・関東地方に 36~35 ka cal BP の石刃石器群が展開しており、これが列島の他の大

陸に近い地域、つまり北海道や九州に先行するというのが現状である。八風山は古本州島のほぼ中央に

位置することから、すべての海峡から等しく最も遠い位置にある。そのため遺跡の位置から見て、サハ

リン・北海道ルートなのか、朝鮮半島から対馬海峡を経て九州から入ってきたのか、判断がつかない。 

 そこで現在の朝鮮半島と沿海州、サハリンにおける後期初頭の石刃石器群の存否を見ると、朝鮮半島

には 40 ka cal BP を遡るスヤンゲ遺跡Ⅵ地点第 4 文化層があり、沿海州及びサハリンにおいてはこの年

代の石刃石器群が知られていないか判然としない。このため現状では朝鮮半島から流入したと考えるの

が妥当であるようにみえる。 

しかしながらスヤンゲ遺跡Ⅵ地点第 4 文化層には、大型石刃生産以外の IUP 石器群との共通点が認

められないため、香坂山インダストリーの直接の起源と考えることは難しい。むしろ IUP 石器群の立地

特徴からみて、ロシア沿海州や朝鮮半島北東部の山地帯に可能性があると考えられるので、ロシア沿海

州で見つかる場合は北海道ルートも全くは否定できないのではと考えている。 

ユーラシア IUP 石器群の系譜をひき、その構造をよく残した後期旧石器時代前期（EUP）石器群が、

東アジアもしくは東北アジアの山地帯において将来発見されるのではないだろうか。⾧期的な視点で類

例を待ちたい。 
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